
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

◀伝達式は福島県県中建設事務所で行われ、益子所長から

表彰状が手渡されました（写真右が髙久田さん）。 

 髙久田さんは、NPO法人チャチャチャ21の初代理事長を 

務め、平成20年には、当法人と須賀川南部地区4地区、市、 

県の4団体で『まちづくり推進に関する協働基本合意』を締 

結し、建築物の適合審査や協議指導を行い、地区の景観形成 

に寄与した地域づくり活動を行いました。 

 また、ふるさと教育活動及び芭蕉顕彰関連事業として、須 

賀川市の文化や歴史を伝える「物語ボックス」や、芭蕉や曽 

良が読んだ句や地元俳人の句を取り入れた「俳句軒行灯」の設置を行いました。さらに、

南部地区ガイド育成事業として、須賀川の魅力を伝え、案内するなど、交流活動の機会を

創出しました。 

✎まちづくり功労者国土交通大臣表彰✎ 

魅力あるまちづくりの推進につとめ、特に著しい功績のあった個人又は団体をまちづく

り功労者として表彰するものです。  

髙久田稔さん（須賀川市）が

令和２年度まちづくり月間に

おけるまちづくり功労者国土

交通大臣表彰を受賞しました。 

今年度は、新型コロナウイル

ス感染症の拡大防止の観点か

ら国が実施する表彰式が中止

となったため、県が伝達式を行

いました。 

 

▲写真中央が髙久田さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

リニューアル前 

物語ボックスの設置▶ 

須賀川の文化や歴史を伝えるため、偉人や行事

等を紙芝居形式にした物語ボックスを市内24

箇所に設置しました。 

◀俳句軒行灯の設置 

地区内の風流創出のため、統一的なモニュ

メントとして松尾芭蕉や曽良が市内で読んだ

句をはじめ、地元俳人の句を取り入れた軒行

灯を約100基設置しました。 

どうぞ運動▶ 

「椅子どうぞ」「傘どうぞ」など、「どうぞ運動」

を実施し、訪れた方へのおもてなしを行っています。

右は傘どうぞ運動の写真です。市内の数箇所に専用の

傘ステーションが設置してあり、誰でも自由に傘を利

用することができます。利用後は、いずれかの傘ステ

ーションに戻せば、また次の利用者に提供されます。 

県では、平成23年３月の東日本大震災による津波被害を受け、従来の海岸堤防のみによ

る津波対策から、海岸堤防の嵩上げ、防災緑地、道路など複数の手法を組み合わせた「多重

防御」による総合的な防災力の高いまちづくりを目指し、浜通り地方の沿岸部10地区で防

災緑地の整備を進めておりました。 

令和２年７月１７日に原釜尾浜防災緑地が供用開始し、県が整備する１０地区全ての防災

緑地が完成しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原釜尾浜防災緑地
※R2.7.17供用開始

ひろの防災緑地
※H28.12.7供用開始

久之浜防災緑地
※H30.3.22部分供用開始

豊間防災緑地
※H31.3.16供用開始

岩間防災緑地
※H31.3.30供用開始

いわき市

永崎防災緑地
※H31.3.2供用開始

大熊町

浪江町

双葉町

富岡町

南相馬市

楢葉町

防災緑地

県施工分

町施工分

相馬市

福島第一原子力発電所

福島第二原子力発電所

広野町

薄磯防災緑地
※H30.3.22供用開始

沼ノ内防災緑地
※H30.3.22供用開始

20km

新地町

埓浜防災緑地
※H31.4.1供用開始

復興祈念公園

四倉防災緑地
※H31.3.30供用開始

釣師防災緑地
※R2.7.11供用開始

▲原釜尾浜防災緑地 

 黒と白に見える部分にはクロマツ等が植えられ

ております。現在は苗木なので、一見緑地とは思

えないかもしれませんが、今後の育成により、防

災機能を持った緑地となります。 

✎防災緑地✎ 

津波による浸水被害の軽減や避難時間の確保などの防災機能強化、津波により失われた

海岸景観の再生のほか、平常時には自然とのふれあいの場としての利活用が期待されてい

ます。  

復興まちづくりの進め方
津波被災直後

復興まちづくり 被災集落の移転

嵩上げ復旧した

道路

【県・市・町施行】

区画整理や防災集団移転により
集約した住宅地

【市・町施行】

防災緑地の新設
【県･町施行】

嵩上げ復旧した
海岸堤防

【県施行】

流失・被災し

た住宅
流失した
道路

住宅地

被災した
海岸堤防

農地

復興まちづくりのイメージ

工場等

防災集団移転事業
（高台移転）

区画整理
（市街地）

道路
農地等

防災緑地

海岸保全施設



 ✎  編集後記  ✎   

まちづくり功労者国土交通大臣表彰を受賞した髙久田さんは、今回紹介した以外にもさ

まざまな取組を行い、風流で潤いのあるまちづくりを進められてきました。 

また、須賀川市は、国土交通省と内閣府（地方創生推進事務局）が連携し、都市のコン

パクト化と地域の稼ぐ力の向上に総合的に取り組む地方創生のモデルとして選定されて

おり、「資源の再生や活用・風流のまちづくり」をテーマに須賀川南部地区（第 2 期）都

市再生整備計画事業を実施しております。皆さんも須賀川市を訪れて風流を感じてみては

いかがでしょうか。 

防災緑地の植栽の一部は、植樹祭等により、地域住民の方々が植えたものもあり、筆者

も平成 29 年１１月に原釜尾浜防災緑地で行われた植樹祭に参加しました。当時は防災緑

地の大部分がまだ施工中であり､土の山だったのを覚えております。今回植樹祭で植えた

クロマツが大きく成長し、立派な防災緑地となってくれることを期待しております。 

土木部メールマガジンでは、 
土木部の取組みや情報を定期的に発信しています。 
最新号のメール配信を希望の方は、メルマガ登録をお願いします。 

土木部メールマガジン登録随時受付中!!! 

【まちづくり瓦版 発行元】 
 

福島県土木部まちづくり推進課 
 
ＴＥＬ 024-521-751１ 
 
ＦＡＸ 024-521-7956 
 
e-mail machizukuri@pref.fukushima.lg.jp 
 
ＵＲＬ

これまでに配信したメールマガジンについては、 
土木企画課のホームページ（http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41025a/doboku-mm.html） 
からご覧いただけます。 

doboku_mailmagazine@pref.fukushima.lg.jp 

土木企画課(システム担当)  024-521-7886 

【土木部メルマガ希望または、解除】 

 をお書きのうえ下記アドレスまで 

メール送信して下さい。 

メールマガジン（無料）の配信をご希望される方は 

 

▲植樹祭の様子 ▲筆者が植えたクロマツの苗木 

mailto:machizukuri@pref.fukushima.jp
http://www.pref.fukushima.jp/machi/
http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41025a/doboku-mm.html
mailto:doboku_mailmagazine@pref.fukushima.lg.jp

